
書式 V 再接着手・指および複合損傷手の機能評価表

Ctoe- to-thumb， toe- to- f i nger ， wrap-around fl ap を含む)

カルテ No. ( 1  D) 氏名

男

年 齢

手リ 患

き 右・左 右 ・左・両側

女

歳

手 側

診断名

検査日 年 月 日 初診 日 年 月 日

検者名

(医師 ・OT.PT)
受傷 日 年 月 日 手術日 年 月 日

I  再後着 レベル

左 右

E  可動域

右 左 右 左

検側外転

尺側内転

ROM 

母指

掌側外転

掌側内転

RO M  

MP  

伸 展

屈 曲

ROM 

IP 

伸 展

屈 曲

ROM 

指・関節

f申 展 屈 曲 R O恥4 TAM T PD %T A M 

右 左 右 左 右 左 右 1王 右 左

示指 l|MPIPP  

中指 PI P 

DI P 

小指 PI P 

DI P 

内 転 外 転 RO M  

右 左 右 左 右 左

TA M  

刀Z 指

90%以上 E  

中 指

75%以上 G  

環 指

50%以上 F  

指

50%未満 P  

他運動角度 は ( ) を付して記入す る.
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力

一

E

氏名

右 左 左右差，そ の他

握力 (kg)
1 回目

機種名
2回目

3 回目

平均

pU]p， side， tip， 3  digits 右 左 左右差，その他

ピンチカ (kg)
1 回目

機種名
2 回目

3 回目

平均

w  知 覚 機 能 評 価 ( 固 有 支 配 領 域) 共通書式 8 (P62) を使用する .

V  基本的動作 : ( 該当するにO 印を記入)

A  身辺動作

食事動作 |  

( 使用手 : ) できる 不十分( 自助具含) できない

はし ・スプー ン ・その他

更衣動作 できる
不十分 (自 助具合) できない

不自 由な事項を記載 (

整容動作 できる
不十分( 自 助具含) できない

不自由な事項 を 記 載 (

排池動作 できる
不十分( 自 助具含) できない

不自 由な 事 項 を 記 載 (

入浴動作

不自由な事項を記載(

B  基本動作

動 作 でき ない なんとかできる 普通にできる

1  ) 指腹つまみ pul p pi nch  

2  ) 強い握り power gn p  

3  ) ひっかけ握り hook gri p 

ＴＩ 倶ｾ方つまみ ｳ ｩ､ ･ pi nch  

5  ) 母指を使用しないでつまむ

6  ) 手

7)  

8 )  

9  )  

10)  



| 再接着肢，手，指の機能評価基準|

I  再接着肢，手，指の機能評価表( 日本手の外科学会版)

20点項目: 複数指切断， ma] or 切断でi ま評価する指，関節を選択( それを記載する)

得点 ROM( T AM)  知覚・ M恥l T

20 借り限なし 84 5  

15 60% 83 4  

10 S2 3  

5  30% Sl  2  

。
強直 80 1- 0 

10点項目

得点 F奪 痛 機 能 満足度 生活 ・仕事能力

10 なし 制限なし 十分満足 制限なし

8  

6  軽度 巧鰍動作困難 満足 余暇に制限

4  

2  中等度 pi nch不能 仕方がない 就労に一部制限

。
強い/ 持続的 gnp不能 不満 就労困難

e 知覚 CBri ti sh Medi cal  Councel  Cri ter ia， Hi ght 法) 詳細は P79を参照

SO 神経支配領域に知覚が全 くない

Sl  支配領域に深部の皮下終痛感覚が回復

S2 ある程度の表在性廃痛と感覚が回復

83 過敏性が消失し支配領域に表在性終痛と感覚とが回復

84 2PDのような感覚が回復

成績判定

Excel l ent  80- 100 

Go o d  60- 79 

Fai r  40- 59 

Poor  40 )  

n  Che n の評価基準( 四肢再接着)

Chen C W， et al: Ext remi t y repl antati on.  Wor l d J. Sur g， 2: 513， 1978.  

仕事能力 R O M 知 覚 筋 力

Grade 1  I 現職復帰したもの 60%以上 回復の良好なもの 4- 5 

Grade Il I 適当な仕事がでさるもの 40%以上 主要神経支配域の回復 刊

Grade m I  日常生活可能なもの 30%以上 部分的回復に止まるもの 3  

Grade IV I 接着肢が生着しているが，ほとんど機能 しないもの
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E  玉井の評価基準( 手指再接着)

Tamai  8:  Twent y years'  experi ence of l i mb repl antat i on - Revi ew of 293 upper ext remi t y repl ants.  

J .  Hand 8ur g， 7: 549・556，1982.  

A  可動域 (20点)

母指対立運動

母指 T A M

指T A M

一 一可能( 10) ，困難 ( 5) ，不可能 (0)

一 一51%以上 (10) ，50%以下 (5) ，0%  (0)  

一一 151
0

以上 (20) ，ＱＱＱ Ｐ ｾＱＵＰ Ｐ＠ (15)  

ＷＱ Ｐ ｾＱＱＰ Ｐ＠ (10) ， 70。以下 (5) ，強直 (0)

B . 日常生活動作 (20) 各項目容易にできる( 1 ) ，困難 (0.5) ，不能 (0)

1. 押す 11. 顔を洗う

2. 叩 く 12. ひもを結ぶ

3. ぶらさげるあるいは号 |く 13. ボタンをはめる

4. 柔らかいものを握る 14. 字を書く

5. 硬いものを握る 15. ハサミを使う

6. 強く握る 16. 金槌を使う

7. コインを拾う 17.  ドライ バーを使 う

8. 針を拾う 18. 洗濯パサミを使う

9. タオルを絞る 19. ポケッ卜の中の物をさぐれる

10. 7) <を注ぐ 20. クー， チョキ ，ノf ーカ〉で、きる

C. 知覚 (20) (Bri ti sh Medi cal  Counci l  Cri teri a， Hi ghet 法)

8
0  

(0) ， 8， (4) ， 8， (8) ， 83(12) ， 83+ (16) ， 8.( 20)  

D.  自覚症状( 10)

安静時痛，運動時痛，耐寒性不良， しびれ，異常感覚，こわばりなど

強 度 ( - 3) ， 中 等 度 ( - 2) ，軽 度 ( - 1)  

E . 外観( 10) (1 指の欠損は - 3点)

萎縮，簸痕，色調，変形など

強 度 ( - 3) ，中等度 ( - 2) ， 軽 度 ( - 1)  

F  患者の満足度 (20)

十分に満足 (20) ，ほほ満足( 15) ，何かと満足で きる (10) ，少しは満足 (5) ，不満 (0)

G  職業

現職復帰 (0) ，職業転換 ( - 5) ，就 労 不 能 ( - 10)  

H  成績判定

優 ＸＰｾＱＰＰ ， 良 ＶＰｾＷＹ ，可 ＴＰｾＵＹ ，不可 ＳＹ 以 下
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